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可視光応答型光触媒開発
・低コスト製造法の開発
・窒素中スパツタ膜
・複合型機能性膜

・添加／ＷＯ３，Ａｇ，Ｃｕ

表面層の改質処理

ゾル・ゲル・焼結法での形態変化

市販ルチル・アナターゼ粉体

生成ブルッカイトの粉態

可視光型光触媒剤開発研究計画

合成法の確立

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

複合剤の機能特性評価の確立

構造変化の応用法の確立

2008年度

光触媒能の比較評価

2009年度 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

添加型触媒能の評価

2010年度 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

触媒応用開発

機能性エコ材料の開発

機構解明と性能改善

形態の特徴を活かした活用

複合機能化

多機能性光触媒剤の開発

触媒能ばかりでなく，電磁気
特性，遠赤外線特性，形態依
存の材料特性，などを持つ複
合材料の合成法を確立し多機
能性を目指す
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今後の研究

複合型機能例

ゾル・ゲル・焼結による複合ＴｉＯ２
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水酸化チタン

加水分解Ｈ２Ｏ

Yellow Ti-peroxo sol

30% H2O2

粘性あるゲル
12-13h

Dipping Coating Thin Films

Aging

Drying

Titanium peroxide solid

ＴｉＯ２結晶粉体

焼成
マイクロ波

Ｎ雰囲気複合剤

シリカ・ ガラス材

研究構想と開発の方向
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＜

可視光型光触媒バンドギャップ制御材料合成法改良

二酸化チタンの特徴
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